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研 究 目的

近年,CAD/CAMシ ステムに よる加 工が可能で,ブ リッジの コー ピング材料 と して ジル
コニアの研 究報告が多 くみ られ る。 オール セ ラ ミックス クラ ウンのよ うに ジル コニアに
陶材 を築盛 ・焼成す る場合,経 年変化 が小 さ く,強 度 が高 くなる といった利 点があ るが、

破 折や対合 す る天然歯 の咬耗 が欠点 と して挙 げ られ る。一方,ハ イブ リッ ドセ ラ ミック
ス は天然歯 と硬 度が近似 してお り,対 合歯 の咬耗等 の為害作用 を軽 減す る ことがで きる

が,ブ リッジに単独 で使用す るには強度 が不足 してい る。 そ こで,ジ ル コニ アを コー ピ

ングに用 いてハ イブ リッ ドセ ラ ミックスを築盛 ・重合 す る補 綴装置 が可能で はないか と

考 え,本 研 究の着想 に至 った。本論 文 は,ジ ル コニア とハイブ リッ ドセ ラ ミックス との

接着 に注 目 し,シ ラン処理 とプ ライマー処理 の併用 に よる接着 強 さにつ いて検討 した も
ので ある。

研 究方法

実験 にはCAD/CAM用 の ジル コニアブ ロック(AadvaZr　 ジー シー社)を 被 着体 とし,築

盛材料 にハイ ブ リッ ドセ ラ ミック(グ ラデ ィア　 ジー シー社)を 用 いた。 シラン処理 は,
ロカテ ックシステ ム 十シ ランカ ップ リング処理(RS)と イ トロ処理 十シ ランカ ップ リン

グ処理(ITS)の2条 件 と した。 プ ライマー処理 にはポーセ レンライナ ーM(PLM),ク

リアフ ル フォ トボ ン ド(PBモ ノボ ン ドプ ラスMBセ ラ ミックプ ライマー(CP
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お よびユ ニバー ル ライマー(U)の5種 を いた。 よお,面 処理後 の表面 状

を調べ るために,X線 光電子分光分析(XPS分 析)を 行 った。

剪断接着試験用試料 の作製 は,12×12×3㎜ に加 工 した ジル コニ アにシ ラン処理 な ら
び にプライマー処理後,内 径6㎜,高 さ2㎜ のプ ラステ ィ ックチ ューブ を用 い,グ ラデ ィ

ア を築盛 ・重合 して製 作 した。試 料 は万能試験機 を用 いて,ク ロスヘ ッ ドス ピー ド

0.5㎜/minの 条件 で剪断接 着強 さを求 めた。 なお,剪 断接着試 験後 の破断面 を走査型電

子顕 微鏡 で観察 した。 さらに,5,000回 のサーマル サイ クル負荷 後 の剪断接着試験 を行
った。統計処理 にはKruskal Wallis H-test後 に,Mann Whitney U-test(P<0.05)

で多重比較検定 を行 った。試 料数 は各条件10個 と した。

結 果お よび考察
XPS分 析 では,各 表面処理後 にC,Oお よびSiが 検 出 され た。 ジル コニ アは シランを含有

していないので,シ ラン処理 に よって シ リカ を付着 させ,さ らにシ ロキサ ン結合層 の形

成 が された もの と考 えてい る。 剪断接着試験で は,RS十MB(25.5±7.9MPa)とITS+CP
(27.3±4.1MPa)お よびITS+U(30.0±6.0MPa)が,対 象 な らび に他 の7条 件の処理法

と比較 して有意 に高 い接着強 さを示 した(P<0.05)。 さらに,こ れ ら3条 件のSEM像 で

は凝集破壊 像 を示 していた。 また,サ ーマルサイ クル負荷後 の剪 断接着試 験では,RS+

MB(19.7±4.5MPa),ITS十CP(25.0±4.6MPa)お よびITS+U(23.5±4.3MPa)で あ り

3条 件間での有意差 は認 め られ なかった。 しか し,ITS+Uで はサー マル サイ クル試 験前

(30.0±6.OMPa)よ りも有意 な低 下 を示 した。 なおRS十MBとITS十CPで は有意差は認 め

られ なか った。MBに は γ-MPTSや リン酸 モ ノマーお よびサル フ ァイ ドメ タク リレー トが

含 まれてい るこ とに よって,ま た,CPに はビニル シランが含 まれ てい るこ とに よ り接 着

強 さが向上 した もの と考 え られ る。 さ らに,サ ーマルサイ クル負荷 において有意 な接着

強 さの低 下がなか った理 由 としては,MB,CPは シ ロキサ ン結合層 の加水 分解 を抑制 した

た め と考 え られ る。

結 論
ジル コニア とハイブ リッ ドセ ラミ ックス との接 着 には,ロ カテ ックシステム十シ ラン

カ ップ リング処理+モ ノボン ドの併用 と,イ トロ処理+シ ランカ ップ リング処理+セ ラ

ミックプ ライマ ーの併用が有効 であ ることが示唆 された。

本論文 に関 しての審 査委員会 は平成26年1月14日 に開催 され た。 は じめに 申請者 か ら

論文 内容 に関す る説 明が あ り,委 員 よ り1)今 回の接着 強 さの結果 と臨床応用 につ いて,
2)イ トロ処理 単独 と比較 した場合 に接着 強 さの増減 がみ られ た理 由について,3)レ ジ

ン との接着 なのか,フ ィラー との接着 なのか,4)今 回の統計処理 を用 いた理 由,な ど

の質疑 があ り,い ず れ も申請者 か ら的確 な回答 が得 られた。 また,委 員会 よ り 「用語
の統 一」 「図 ・表 の一部修正」 「文献 の一 部修正 」の指 摘が な され,後 日適切 に加筆

修正 され た ことを各委員 が再度確認 した。

審査委員会 は,本 論 文が歯科 医学の発展 に寄与 す るもの である と認 め,申 講者 は学位

授 与 に値す ると判 定 した。


